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山梨県知事 ⻑崎 幸太郎

富士山をめぐる山梨県の取り組み



世界で報じられるMt.Fuji

1
富士山は世界遺産の地位喪失の危機に直面している。

ＣＮＮ：アメリカに本社がある世界最大のニュース専門チャンネル



世界で報じられるMt.Fuji

2
弾丸登山が多くの登山者を危険にさらしている。



世界で報じられるMt.Fuji

登山道の過密状態が来訪者を危険にさらしている。
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ＡＦＰ：正式名称はフランス通信社。パリに拠点を置く世界最古の国際通信社



世界で報じられるMt.Fuji

SNSには、登山道沿いの汚れたトイレやゴミの山についての投稿で溢れている。
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ＲＥＵТＥＲＳ：ＡＦＰと並ぶ世界三大通信社のひとつ。ロンドンに本社がある。



世界の宝・世界文化遺産富士山

２０１３年４月 イコモス勧告（登録）
２０１３年６月 ユネスコ世界遺産委員会において登録決定

信仰の対象と芸術の源泉

世界文化遺産登録１０周年の今、富士山は世界中から注目されている

３つの条件が付いた世界文化遺産登録
＝世界に対し、課題の解消を約束する「国際公約」
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「国際公約」として解消が求められている課題

6

人が多い

来訪者のコントロールが必要来訪者のコントロールが必要
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人工的景観
が目立つ

信仰の場にふさわしい景観を信仰の場にふさわしい景観を
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「国際公約」として解消が求められている課題
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環境負荷
が大きい

自動車・バスの排気ガス自動車・バスの排気ガス
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「国際公約」として解消が求められている課題



9

「危機遺産」への登録 ＝ 国際公約達成への⻩⾊信号

一昨年に続き２度目
オーバーツーリズムが主な原因

改善されない場合、世界遺産抹消の恐れも

水の都ベネチアを「危機遺産」に
ユネスコが勧告 ２０２３年７月

課せられた課題を
地元で解消できなかった

↓
課題に対する

当事者能力の欠如が
世界に知れ渡る



増え続ける来訪者
五合目来訪者の推移
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富士山登山鉄道構想の概要

富士スバルライン

富士山吉田口
五合目
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五合目の現状

処理能力を超え、

使用できなくなったトイレ
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昼夜稼働する発電機 混雑する広場

12



整備後イメージ ①
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13切り取った山肌をいったん埋め戻し自然回帰



自然と調和したエントランス空間 14

整備後イメージ ②



富士山を望む開放的な広場 15

整備後イメージ ③



富士山を間近に望む、特別な体験

整備後イメージ ④
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D電気バス ＝ 動力が電気に代わっても「バス」

人が多い

人工的景観
が目立つ

環境負荷
が大きい

「国際公約」として解消を
世界に誓った課題

△

×

× バスでは
駐車場を残す必要

マイカー規制対象外の特大車

（大型観光バス等）は大幅に増加



交通モードが具備すべき要件 バス ロープウェイ ケーブルカー LRT モノレール 鉄道

上

質

感

ゆったりと眺望や会話を楽しめる
座席空間

一人あたりの占有スペースは狭い
座席の配置や車両構造を工夫することにより
ゆったりとした空間を設けることが可能
※ただし輸送力が小さくなる可能性がある

車内でしか体験できない希少な
サービス（例：飲食）

サービスを提供するのに必要な
空間的余裕が乏しい

座席の配置や車両構造の工夫による
必要空間の確保、サービスを提供する乗務員の
乗車や車両振動の抑制といった諸条件が

満たせれば提供可能

バリアフリー
乗降（・車内移動）のしやすさ

整備可能
※車いす利用者が車内を移動できる

ほどの空間確保は難しい

整備可能
座席配置、車両構造の工夫の余地あり

年間を通じた安全・安定運行
タイヤチェーンを装着
して輸送可能であるが、
路面の除雪・融雪が必要

強風に
対する
特別な

対策が必要

少々の積雪には
影響を受けない
除雪・融雪の

システム整備は必要

システムにより

異なる

懸垂式 〇

跨座式 ×

少々の積雪

には影響を
受けない
除雪・融雪の

システム整備は

必要

シ
ン

ボ

ル

性

麓における交通拠点が地域の拠点と
なるようなインパクトを持つ

インパクトは
それほど大きくない

（現状の富士北麓駐車場周辺
における集積状況から）

強いインパクトを与える可能性がある

五合目における空間利用・空間配置を
検討する上での中心的な存在となり得
る

五合目の空間利用を
変更するような
インパクトはない

五合目の空間利用、空間配置を大きく
変えるインパクトを与える可能性がある

物資や廃棄物輸送が可能な運行計画、
車両設備の導入

物資や廃棄物を輸送することは
現実的ではない

運行計画や車両構造を工夫することで
物資や廃棄物を輸送することが可能

※鉄道においては施設内に上下水施設を

付帯的に整備し処理することも可能性として考えられる。

出典：平成27年5月 世界遺産富士山の環境と観光のあり方検討会報告書 （事務局：富士五湖観光連盟ほか）

地元検討会が行った比較

○

○

○

△ △○ ○

○

○

○
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（〇×△・斜字は山梨県が追記）

×

×

△

△

×

×

×

バスではなく、なぜＬＲＴなのか？疑問１ー１



オペレーションの比較

期間中の
延べ必要便数

1日当たりの
延べ必要台数 必要台数

ＥＶバス７７人乗り
（座席定数２5の場合）

67,264便 731便 104台

ＥＶバス７７人乗り
（乗車定員７７人の場合）

21,839便 237便 33台

ＬＲＴ
（座席数１２０席の場合）

14,013便 152便 25編成

令和元年7月〜9月（92日間）の富士山五合目来訪者数1,681,605人を全て輸送することを想定。

÷92日間＝

（1,681,605人÷25）

（1,681,605人÷77）

（1,681,605人÷120）
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÷92日間＝

÷92日間＝ ÷７往復＝

÷７往復＝

÷６往復＝

• LRTの約4倍超の運転手が必要
• 約１分に1台 バスが発車する必要がある

• 立乗り満席状態は、観光の質、 安全面で
世界標準を満たさない

※７７人乗車は物理的に困難

バスではなく、なぜＬＲＴなのか？疑問１ー２



バスではなく、なぜＬＲＴなのか？疑問１ー３
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その他の論点

１ エネルギー効率
• 鉄輪のＬＲＴは、走行抵抗の小ささからエネルギー消費量が少ない。
• さらに、降坂時のエネルギーを回収して登坂に使えば、エネルギー消費量

を僅少に抑えられる。
• 電気バスでも同様のエネルギー回収は行えるが、重量の大きなバッテリー

の搭載が必要。
• ＬＲＴは、地上側集電(全線に敷設しなくても、部分敷設やエネルギース

テーション方式も可能性)を用いれば、大きなバッテリーは不要。

２ 道路における通行規制
道路法、道路交通法は、法令に規定された理由がない限り自動車の通行を規制すること
はできない。軌道法では、道路におけるＬＲＴの通行が優先される。



県⺠に利益
を還元

利用者

施
設
貸
与

施
設
使
用
料
等

運行主体
（民間主導）

上

整備主体
（公的機関主導）
下

⺠間企業等
例：ファンド・参加企業 山梨県

地
代
等

国

出
資

配
当

利
用
料

⺠間企業等 出資

配当

サ
ー
ビ
ス

テナント

例：車両・駅舎

例：軌道・
ライフライン

運営方式の一例

総工費

軌道・関連設備

ライフライン

車両 駅舎

県が全て負担する訳ではない

上

下

上下分離方式

概ね1/4 概ね3/4

県は地主として地代を徴収するとともに
出資に対する配当を得る。これを

教育や介護などの自主財源としていく。

公的な関与を維持しつつ、
民間による経営のメリットを発揮

県が全額負担するのか？ 〜上下分離方式による官⺠の役割〜疑問２
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１００年後から見て誇れる地域へ

オーバーツーリズムが解消すれば、富士山の課題は解決するのでは？疑問３

時間軸

地域の
価値

登山鉄道構想の射程
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自然と調和した
駅舎整備による

人工的景観の改善

オーバーツーリズム
への対応

環境負荷の軽減

来訪者コントロール

＋

−

世界レベルの観光エリアの形成
防災機能の強化二次交通の整備


